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１(4) 時間 ＝ 距離

速さ
	 の関係に、与えられた距離と速さのそれぞれの比を利用し

ていくと、時間の比を求めることができる。かかった時間の合計を求め

た時間の比に分けてみよう。 

5(2)  (1)より、（正方形 ABCDの面積）：（正方形 EFGHの面積）＝８：５とわ

かったが、（正方形 EFGHの面積）：（正方形 IJKLの面積）＝８：５も
成り立っていることに気づけると、実際に面積を求めなくても考えるこ

とができる。 
 


